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BOATに新しいメンバーが加わりました。今後の活躍をご期待ください！ 

 

長崎大学 工学部  ３年 原  大輔 

  経済学部 ３年 両羽 優斗 

    ２年 中山 智公 

  環境科学部 １年 石本 理沙 

     古賀 裕基 

     越山 季砂 

     戸田 このみ 

     弓削 晴香 

  教育学部 １年 高橋 愛 

     横尾 さや 

     横尾 莉加 

☆学生国際NGO BOAT とは 

2004 年のスリランカ・スマトラ沖津波被災の際に，長崎大学熱帯医学研究所の教授から「学生でも何かや

ってみないか」というお話に賛同した大学生たちが立ち上げた団体です。 

これまでスリランカ，インドネシア，中国四川省などに渡航し，支援活動を行いました。また，継続的な支

援としてアフリカの栄養失調児への栄養補助『3 ヶ月里親プロジェクト』を2008 年8 月より開始しました。 

新メンバーの紹介 

答え ： 11人 

最近の BOAT 

新しく入ったメンバーとイチゴ狩りへ行ってきま

した！ 

途中で鳥栖のプレミアムアウトレットに寄り、福

岡の柳川までレンタカーを借りて。天候にも恵ま

れた充実した１日でした。イチゴもすごくおいし

く、イチゴでお腹がいっぱいに。みんな、段ボー

ル（！）にたくさんいちごを詰めてもって帰りまし

た。 

新メンバーの今後の活躍が今から楽しみです。 
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 世界とつながる 100人の輪～the village of 100 people～ 

2010年 12月 11日に開催された「世界とつながる 100人の輪～the villege of 100 people～」に参加し

てきました！ 

  講師の桜井先生のワークショップでは、世界が「もしも 100 人の村だったら」ということをテーマに私

たち１人１人が世界の国の人になりきり、平均寿命・教育・豊かさなどのことについてどこの国でどういっ

た問題があるのかなどを目に見える形で勉強してきました。 

 世界がもし 100 人の村だったらと考えてみると、世界中の衛生状態の善し悪し、医療制度の遅れ、食

糧不足など一言で言えば「貧富の格差」を顕著に知ることが出来ます。 

 今回のイベントで、先進国と発展途上国に分けられている今の世界に対し、この差をなくすためには

何をすべきなのか考えさせられたと同時に、この考えをもっと多くの人たちと共有して考えていくべきだと

感じました。 

長崎大学 教育学部 2年  山村 香凜 

■ 参加メンバー 

長崎大学 工学部３年  原 翔平 

  教育学部２年  山村 香凜 

  環境科学部３年  本木 沙織 

日時 ：2011年3月7（月）～20日（日） 

場所 ：長与駅 コミュニティーホール 

内容 ：BOATのメインの活動である「3ヶ月里親プロジェクト」を広く知っていただくためのパ

ネル展を開催しました。多くの方に興味を持っていただいたようでなによりです。 

 

長崎大学 教育学部２年 吉田 歩未 

   山村 香凜 

長与駅パネル展 

次回イベント予告 

● パネル展 inブリックホール 

日時 ： 2011年 6月 1（水）～15日（水） 

場所 ： ブリックホール（長崎市茂里町 2-38） 

内容 ： 私たちがメインに活動している「３ヶ月里親プロジェクト」のパネル展です。 

 

● 鴻洋祭 

日時 ： 2011年 6月 4・5日（土・日） 

場所 ： 長崎大学文教キャンパス 

内容 ： フェアトレード商品の販売を行います。 

3 ヶ月里親プロジェクト報告 

ここでクイズ！ 

  今年、BOATには何人の新メンバーが入ったでしょうか？ 

答えは最後のページ→ 

栄養補助を受けた子どもが 200人を突破しました！ 

 

これまでの里親様、そして今期の里親様のご協力のおかげで、３ヶ月里親プロジェクトがついに第８期

を迎えることとなりました。前回の第７期では、診療所へ来なくなった子や亡くなってしまった子、容体が悪

くなって大きな病院へ搬送された子などが一人もいませんでした。これは私たちＢＯＡＴのメンバーにとっ

ても、とても喜ばしいことです。里親様が私たちの活動に賛同しご協力して下さったことに心より感謝を申

し上げます。 

しかし、第８期を迎えたこのプロジェクトですが、まだまだ多く子供たちが飢えに苦しみ、遊んだり笑った

りすることができない状況にあるというのが現状です。そんな状況を少しでも改善できるように、私たちは

このプロジェクトをより良いものにしていかなければならないと思っております。 

これからもこのプロジェクトは第９期、第 10 期と続いていきますが、里親様たちとともに作り上げていく

プロジェクトにしたいと思っておりますので、なにかありましたらメール等でお気軽にご意見ください。 

 

長崎大学 環境科学部 3年  本木 沙織 


